
 
 

２０２２年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

（ふりがな） 

団体名 

こうえきしゃだんほうじん ふくおかけんしゃかいふくししかい 

公益社団法人 福岡県社会福祉士会 

■活動報告の詳細 

活動名称 入会２年目会員の退会を抑止するための対策事業 

活動の目的 

 

退会を考え始める入会２年目の会員が、当該年度で退会という選択を思いと

どまらせ、３年目への継続入会に気持ちの流れを誘導する。 

入会メリットを実感できずに退会してしまう会員に対して、まずは目に見え

るメリットも提供しながら退会者を減らしていくことも必要と考えた。 

最も大切な事は、入会者を増やしながら同時並行的にこの退会者を減らして

いく両輪の対策を切れ目無く継続的に行っていく必要がある。 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場

所、参加者数等の活動

内容の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

１．会員への広報・周知活動 

(1).本助成事業受託を報告……2022 年 11 月初旬 【資料１】 

会報のふくおか社会福祉士通信（以下、「通信」という。）2022 年 11 月号に、

入会継続キャンペーンとして助成事業開始を報告した。 

●入会継続キャンペーン（入会 2 年目会員対象） 

●会員継続感謝キャンペーン（それ以外の会員対象） 

 

(2).入会継続キャンペーンを案内……12 月初旬 【資料２】 

通信 2022 年 12 月号に、具体的内容を掲載し案内した。 

 

(3).会員継続感謝キャンペーンを案内……2023 年 1 月上旬 【資料３】 

通信 2023 年 1 月号に、具体的内容を掲載し案内した。 

 

(4).会員継続感謝キャンペーン及び 2023年度若手入会促進キャンペーンを予

告案内……2 月中旬 【資料４】 

通信 2023 年 2･3 月合併号に、具体的内容を掲載し案内した。 

※若手入会促進キャンペーンも組織率向上のための有力な施策となりうるた

め、本活動助成事業に加えて実施することとした。 

(5).若手入会促進キャンペーンをＨＰで案内……3月下旬 【資料５】 

ホームページで若手の入会者の会費減免を案内。更に若手入会者を

紹介してくれた会員にオリジナルネックストラップを進呈する旨案

内した。紹介者にとっもお得な特典となる。 

 

(6).若手入会促進キャンペーンを案内……2023年 4月初旬 【資料６】 

通信 2023年 4月号に、具体的内容を掲載し案内した。 

 

２．具体的に実施した活動 

(1).キャンペーンで配布する特典グッズ類（下記３点）を制作【資料７】 

① 研修参加費補助券を作成（2,000円券×2枚セット） 

② オリジナルネックストラップを制作 

③ オリジナルクリアファイルを制作 
 



 
 

 

 

 

(2).特典グッズを発送  

  ① 入会継続キャンペーンの対象者へ上記特典グッズ３点を送付。 

……2022年 12月下旬（クリスマス直前） 【資料８】 

② 会員継続感謝キャンペーンとして 2023年度も継続入会した会員

全員にオリジナルクリアファィルを送付。（予定） 

……2023年 5月初旬に発送する通信 5月号に同封する。 

【注】2023年 4月号の発送手配は 3月 20日頃に済ませる必要があ

るが、その時点では退会者が確定する事が出来ないため、や

むなく確定して発送できる 5月号としている。 

 

 

 

活動の成果 

 

○ 2022年度の退会者総数は105人で、その前の2021年度の退会者総数（107

人）とほぼ同程度という結果で、2020年以前の 60～70人レベルまで減ら

す事は出来なかった。退会理由として一番多いのが「会の活動や研修に参

加できない」で約３割を占めている。原因は明確ではないが、ここ数年間

にわたるコロナ禍環境下で研修会の中止やオンライン化によって入会メ

リットが希薄化したことによるものと推察でき、昨年に続き今回も異常値

として捉えている。 

 

○ 2020年度～2022年度の退会者数比較は下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ この結果をみる限り、2022年度に取り組んだ活動によって成果があっ

たとは言えない。そもそもこの活動は単年度で成果が期待できるものでは

ないため、今後も継続して取り組み、４～５年のスパンで検討していく必

要があると考えている。 

 

○ 退会理由で最も多い「会の活動や研修に参加できない」を解消していく

ための施策も併せて検討して取り組んでいく必要があることを再認識で

きた。 

 

 

 

【退会者数実績】 

 2020年度 
退会者数 

2021年度 
退会者数 

2022年度 
退会者数 

総 数 ６４人 １０７人 １０５人 

内、入会 
２年目者数 

７人 １０人 １０人 

２年目者 
の割合 

10.9％ 9.3％ 9.5％ 

 



 
 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行に

おける課題 

 

○ いずれにしても、この活動の成果は、単年度で出てくるものではないの
で、４～５年先までは継続し実施した上で成果は確認しやすくなると思わ
れる。 

○ また、この活動に関しては、年度をまたいでしか成果が測れないという
根本的な問題があるので、４～５年先までのスパンで課題を検討していき
たい。 

○研修参加費補助券については、目に見えるメリットであるので、入会２年
目だけでなく、別途入会者紹介キャンペーン等を企画し提供していくこと
も検討したい。 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の

公開 

 

あてはまるものにチ

ェックと内容詳細を

記入ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

■広報誌・会報誌等で公開 

                         ） 

□その他  

（                          ） 
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